
但馬牛のブラッシング体験

５
、
６
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

５
、
６
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

但馬
牛を学ぶ

但馬
牛を学ぶ

照来の宝 学 校 概 要

但馬牧場公園牛舎でふれあい

と
っ
て
も

と
っ
て
も

お
い
し
い
但
馬
牛

お
い
し
い
但
馬
牛

秘密

サ
シ

専門家から話を聞いて

照
来
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
学
校
名
】
新
温
泉
町
立
照
来
小
学
校

【
所
在
地
】
兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
桐
岡
３
７
４

【
校
長
名
】
田
中

豪
士

【
児
童
数
】

人

【
学
校
教
育
目
標
】

ふ
る
さ
と
を
愛
し

こ
こ
ろ
豊
か
に
未
来
を
創
り
出
す

子
ど
も
の

育
成

【
沿
革
】

１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
創
立
。
照
来
村
立
の
簡
易
小
学
校
、
尋
常

小
、
国
民
学
校
な
ど
を
経
て
、
町
村
合
併
に
伴
い
、
１
９
５
４
（
昭

和

）
年
に
温
泉
町
立
照
来
小
、
２
０
０
５
（
平
成

）
年
に
新
温

泉
町
立
照
来
小
学
校
に
改
称
。
２
０
２
１
年
度
よ
り
、
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
」
を
導
入
し
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め
た
学

校
運
営
を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
、
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
。

昭和 年につくられた
てらぎっ子の像 制
作者は鳥取県岩美町出
身の山本兼文氏

昨年の６月 日、兵庫県立

但馬牧場公園で但馬牛につい

て学習した。博物館副館長の

野田昌伸さんに教えていただ

き、難しい内容も僕たちにも

分かるように丁寧に教えてく

ださった。

博物館では、但馬牛の歴史

や飼育に必要な物、おいしさ

の秘密などについて学ぶこと

ができた。館内には、但馬牛

に関する情報がたくさんあり

とても面白かった。一番印象

に残っていることは つる

牛 のことだ 優れた牛のつな

がりのことを つる牛 と言う

そうだが それを長い年月守

り続けていたことに驚いた

地域ごとに特徴のある「つ

る牛」が作られ、新温泉町に

も「ふきづる」があったこと

を初めて知った。たくさんの

人が但馬牛について詳しく学

べる牧場公園に、ぜひ行って

ほしい。

（村尾和真・上坂剛輝）

但
馬
牛
博
物
館
で
但
馬
牛
に
つ
い
て
学
ん
だ

見
学
で
多
く
の
情
報
知
る
但
馬
牧
場
公
園

但
馬
牛
博
物
館

昨
年
の
６
月

日
、
県
立
但
馬
牧
場
公
園
で

牛
舎
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
牛
舎
の

中
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
大
人
の
牛
だ
け
で
な

く
子
牛
も
い
た
。牛
の
エ
サ
は
何
種
類
か
あ
り
、

細
か
く
し
て
、
食
べ
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
た
。
干
し
草
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
、

麦
な
ど
を
混
ぜ
た
物
を
約
２
〜
３
㌔
食
べ
、
大

き
い
牛
だ
と
、
計

㌔
ほ
ど
食
べ
る
と
聞
い
て

驚
い
た
。
水
は
、

〜

㍑
飲
む
と
の
こ
と
。

子
牛
に
は
、
食
べ
や
す
い
甘
い
バ
ナ
ナ
を
与
え

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

次
に
、
牛
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
。

大
き
い
ブ
ラ
シ
を
使
い
毛
並
み
を
整
え
て
い
く

と
、黒
い
つ
や
つ
や
し
た
毛
が
き
れ
い
だ
っ
た
。

体
験
し
た
人
か
ら
は
、
「
牛
が
気
持
ち
よ
さ
そ

う
だ
っ
た
」
「
緊
張
し
た
」
な
ど
の
声
が
あ
っ

た
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
は
、
皮
膚
の
汚
れ
や
菌

を
取
り
除
い
た
り
、
血
の
巡
り
を
良
く
し
た
り

す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
但

馬
牛
は
、
愛
情
を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
、
大
切

に
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
田
中
隆
惺
・
野
田
星
怜
）

但馬牛の試食をして、そのおいし

さを実感した私たちは、但馬牛のお

いしさの秘密について調べることに

した。但馬牛は、「サシ」と呼ばれ

るきめ細かい霜降りが特徴で、赤身

とのバランスが絶妙だ。口に入れた

時のとろけるようなまろやかさの理

由は、他の牛肉と比べてサシの融点

が低いためだそうだ。

但馬牛の良いところは、骨が細く、

皮下脂肪が少なく、良質な筋繊維を

持っていることだ。長年、但馬の生

産者によって大切に育種改良された

但馬牛は、肉の味を決める食感、甘

味、香りのすべてが絶賛されている。

日本だけでなく、世界的にも認めら

れている但馬牛のおいしさをもっと

たくさんの人に知ってもらいたいと

思った。

（北川晏慈・山本芽紗・西沢友彩）

おいしさの は

き
め
細
か
い

が
特
徴

美方地域の伝統的但馬牛飼育システム

が2023年７月６日に「世界農業遺産」に

認定された。世界から認められた理由の

一つが循環型のシステムだ。牛のふんを、

田んぼの肥料として使い、その肥料を使

ってできた稲わらを、牛の飼料にすると

いうものだ。これによって優れた但馬牛

を育てるだけでなく、自然環境を守るこ

とにもつながっている。

もう一つが「牛籍簿」を守り続けてき

たことだ。「牛籍簿」とは、牛の血統を守るため

に作られたもので、名前や生年月日、父母牛等の

情報が一頭一頭記録されている。但馬牛の牛籍簿

は、日本で一番初めに作られたと聞いてとても驚

いた。昔から照来地域の人たちは、牛を家族のよ

うに思い、愛情を込めて大切に育ててきた。その

思いも世界農業遺産に選ばれた理由に深く関わっ

ていると思う。

（西村実歩・宮脇那弥・中井杏奈）

但馬牛博物館に展示されている 牛籍簿

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
循
環
型
シ
ス
テ
ム
と

血
統
守
る

牛
籍
簿

昨
年
の

月

日
、
獣
医
師

の
中
井
亮
太
さ
ん
に
お
話
を
聞

い
た
。
中
井
さ
ん
は
、
牛
の
診

療
を
し
た
り
出
産
を
手
伝
っ
た

り
し
て
、
牛
農
家
さ
ん
を
支
え

て
い
る
。
子
牛
が
か
か
り
や
す

い
病
気
に
は
、
か
ぜ
、
腸
炎
、

中
耳
炎
な
ど
あ
り
、
人
間
と
同

じ
よ
う
な
病
気
に
か
か
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
治
療
の
際
に
使

う
道
具
も
実
際
に
見
せ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。

牛
の
出
産
の
こ
と
も
教
え
て

い
た
だ
い
た
。
牛
の
妊
娠
期
間

は
２
８
０
日
前
後
で
、
お
腹
の

中
に
い
る
子
牛
の
体
勢
が
良
く

な
い
時
に
難
産
に
な
る
そ
う

だ
。
前
足
を
そ
ろ
え
て
背
中
が

上
向
き
で
頭
か
ら
出
て
く
る
姿

勢
が
生
ま
れ
や
す
い
が
、
そ
れ

が
反
対
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
場
合
が
あ
る
と
の
こ
と
。
そ

の
場
合
は
、
直
接
手
を
入
れ
て

子
牛
の
体
勢
を
変
え
て
、
生
ま

れ
や
す
い
よ
う
に
す
る
そ
う
だ

但
馬
牛
が
健
康
に
育
つ
た
め

に
も
、
子
牛
が
無
事
に
生
ま
れ

て
く
る
た
め
に
も
、
中
井
さ
ん

の
よ
う
に
支
え
て
く
れ
る
人
が

大
切
な
の
だ
と
思
っ
た
。

（
岡
田
笑
・
赤
坂
俐
茉
）
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昨
年
の

月

日
、
兵
庫
県

立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ

ー
北
部
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

杉
岡
憲
正
さ
ん
か
ら
種し

ゅ

雄ゆ
う

牛
ぎ
ゅ
う

に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
種
雄
牛

の
特
徴
や
管
理
方
法
等
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
種
雄

牛
の
体
高
は
、
１
４
５
か
ら
１

５
５
㌢
ほ
ど
で
、
体
重
は
８
０

０
㌔
以
上
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ

る
そ
う
だ
。
新
温
泉
町
照
来
地

区
に
も
、
優
れ
た
種
雄
牛
が
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

北
部
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が

あ
る
。
例
え
ば
、
育
成
牛
舎
で

は
、
市
場
出
荷
や
育
成
試
験
な

ど
を
し
た
り
、哺ほ

育
牛
舎
で
は
、

ミ
ル
ク
を
作
っ
て
子
牛
に
あ
げ

た
り
し
て
い
る
。
人
工
授
精
の

方
法
も
初
め
て
知
っ
た
。
同
セ

ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
良
い
種
雄

牛
に
す
る
た
め
に
、
日
々
改
良

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
毎
日
、

一
頭
一
頭
の
健
康
を
気
遣
い
、

大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
よ
く
分
か
っ
た
。

学
習
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と

を
代
表
す
る
但
馬
牛
の
良
さ
を

よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
、
大
切

に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た

岡
田
翔
琉
・
井
上
菜
穂

獣医さんから話を聞いた

よ
り
よ
い
種
雄
牛
へ
日
々
改
良

北
部
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

杉
岡
憲
正
さ
ん

牛の健康や
出産支える
獣医師 中井亮太さん

種
雄
牛
に
つ
い
て
学
ぶ

私
た
ち
は
、
昨
年
の

月

日
に
開
催
さ
れ
た
「
照
来

っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
、

但
馬
牛
の
歴
史
に
つ
い
て
発

表
し
た
。
但
馬
牛
は
、
昔
か

ら
人
々
の
生
活
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
だ
っ
た
。
そ

ん
な
但
馬
牛
を
支
え
た
重
要

人
物
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

１
人
目
は
、
前
田
周
助
と

い
う
人
だ
。
前
田
周
助
は
、

と
て
も
牛
を
大
切
に
思
っ
て

お
り
、
牛
飼
い
小
僧
と
呼
ば

れ
る
く
ら
い
牛
が
大
好
き
だ

っ
た
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら

は
良
い
牛
を
買
い
求
め
、
改

良
を
続
け
て
、
優
れ
た
遺
伝

子
が
代
々
受
け
継
が
れ
た
メ

ス
牛
の
集
団

つ
る
牛

を
作

り
出
し
た

み
ん
な
は
そ
れ

を

周
助
づ
る

と
呼
ん
だ

２
人
目
は
、
田
尻
松
蔵
と

い
う
人
だ
。
田
尻
松
蔵
の
代

表
的
な
牛
で
「
田
尻
号
」
と

い
う
牛
が
い
る
。
田
尻
号
は

健
康
な
体
を
持
っ
て
い
て
、

肉
質
に
関
す
る
遺
伝
的
能
力

が
優
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い

牛
だ
そ
う
だ
。
実
は
、
こ
の

田
尻
号
に
は
、
照
来
の
牛
の

血
も
入
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
の

但
馬
牛
に
は
、
こ
の
田
尻
号

の
遺
伝
子
が

％
入
っ
て
い

る
。
但
馬
牛
の
歴
史
に
つ
い

て
学
ん
で
、
但
馬
牛
は
、
た

く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、

愛
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。

中
井
愛
矢
・
長
谷
阪
柚
衣

前田周助と
田尻松蔵

但
馬
牛
支
え
た
人
物

歴
史
を
発
表

照来っ子フェスティバルで小代の
前田周助と田尻松蔵を熱演

昨年の７月８日、５、６年生で但馬牛

を試食した。焼く前に肉の表面を見たり、

匂いを嗅いだりした。匂いはなく、サシ

がたくさん入っていることが分かった。

次に、焼いた肉を味わった。食べた感想

を５年生の岡田笑さん、６年生の田中隆

惺さんと村尾和真さんに聞いた。

それぞれ 香ばしい匂いがして 良い焼

き加減でとてもおいしかった 脂っぽく

なく あっさりしていて食べやすかった

サシが入っているけどさっぱりしてい

て とても柔らかい と話していた

また、実際に食べた但馬牛を但馬牛血

統証明システムで調べた。安心して食べ

られる工夫がされていることも分かっ

た。 （羽田結花・村尾紗空）

但馬牛の試食
ＺＺＺＺＺＺＺＺ

（２０）２０２５年 (令和７年 )３月１１日　火曜日( 第３種郵便物認可 ) （２０）２０２５年 (令和７年 )３月１１日　火曜日( 第３種郵便物認可 )


